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(57)【要約】
【課題】タイミングコントローラの出力ピンの数を削減
し、製造コストの低減を図った液晶表示装置を提供する
。
【解決手段】ラッチ垂直同期信号ＬＰ－ＣＰＶを用いて
、コントローラ４は、全ゲートラインを１ラインずつ順
次駆動して１ライン分のＴＦＴをオン状態にするようゲ
ートドライバＧ１、Ｇ２、…、Ｇｍに指示し、オンされ
たＴＦＴを介して各画素に１ライン分の画像データを書
き込むようソースドライバＳ１、Ｓ２、…、Ｓｎに指示
する。ラッチ垂直同期信号ＬＰ－ＣＰＶは、各ラインの
表示データＤＡＴＡを液晶パネル５に出力するタイミン
グを示す信号である。そして、各ゲートドライバＧ１、
Ｇ２、…、Ｇｍ及び各ソースドライバＳ１、Ｓ２、…、
Ｓｎは、ラッチ垂直同期信号ＬＰ－ＣＰＶに従って複数
のゲートライン及び複数のソースラインを駆動する。
【選択図】　図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のゲートラインと複数のソースラインと前記両ラインに囲まれた複数の画素とを含
む液晶パネルと、
　前記液晶パネルの複数のゲートラインを駆動するゲートドライバと、
　前記液晶パネルの複数のソースラインを駆動するソースドライバと、
　全ゲートラインを１ラインずつ順次駆動して１ライン分のトランジスタ素子をオン状態
にするよう前記ゲートドライバに指示し、オンされた前記トランジスタ素子を介して各画
素に前記１ライン分の画像データを書き込むよう前記ソースドライバに指示するタイミン
グコントローラと、
　を備えた液晶表示装置において、
　前記タイミングコントローラは、前記１ライン分の画像データを前記各画素に書き込む
タイミングを１ライン毎に示すラッチパルスを前記ゲートドライバ及び前記ソースドライ
バに供給し、
　前記ゲートドライバは、前記ラッチパルスに従って、全ゲートラインを１ラインずつ順
次駆動して１ライン分のトランジスタ素子をオン状態にし、
　前記ソースドライバは、前記ラッチパルスに従って、オンされた前記トランジスタ素子
を介して各画素に前記１ライン分の画像データを書き込むことを特徴とする液晶表示装置
。
【請求項２】
　前記ゲートドライバは、前記ラッチパルスのレベルが第一のレベルから第二のレベルに
変化した時、前記１ライン分のトランジスタ素子をオン状態にし、
　前記ソースドライバは、前記ラッチパルスのレベルが前記第二のレベルから前記第一の
レベルに変化した時、オンされた前記トランジスタ素子を介して各画素に前記１ライン分
の画像データを書き込むことを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記ソースドライバは、前記ラッチパルスのレベルが第一のレベルから第二のレベルに
再び変化した時、前記各画素に対する前記１ライン分の画像データの書き込みを停止し、
　前記ゲートドライバは、前記ラッチパルスのレベルが前記第一のレベルから前記第二の
レベルに再び変化した時、前記１ライン分のトランジスタ素子をオフ状態にするとともに
、前記１ラインの次の１ライン分のトランジスタ素子をオン状態にし、
　前記ソースドライバは、前記ラッチパルスのレベルが前記第二のレベルから前記第一の
レベルに再び変化した時、オンされた前記トランジスタ素子を介して各画素に前記次の１
ライン分の画像データを書き込むことを特徴とする請求項２に記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶パネルを駆動するゲートドライバ及びソースドライバを備える液晶表示
装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来のＴＦＴ－ＬＣＤモジュール（液晶モジュール）の構成について図１を参照しなが
ら以下に説明する。同図のＴＦＴ－ＬＣＤモジュール５０１は、ゲートドライバ群（ゲー
ト電極駆動回路）５３０、ソースドライバ群（ソース電極駆動回路）５４０、液晶パネル
５５０、コントローラ５１０、を備える。
【０００３】
　ゲートドライバ群５３０は、液晶パネル５５０のゲートバスラインを駆動する多出力数
のＬＳＩチップであるｍ個のゲートドライバＧ１、Ｇ２、…、Ｇｍからなる。
【０００４】
　ソースドライバ群５４０は、液晶パネル５５０のソースバスラインを駆動する多出力数
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のＬＳＩチップであるｎ個のソースドライバＳ１、Ｓ２、…、Ｓｎからなる。
【０００５】
　液晶パネル５５０は、液晶層を有してマトリクス状に配置された画素と、ＲＧＢの３色
からなる画素を駆動するＴＦＴ（Thin Film Transistor：薄膜トランジスタ）とからなる
。ＴＦＴのゲート電極には液晶パネル５５０で水平方向に配されたゲートバスラインがｐ
本接続され、ソース電極には垂直方向に配されたソースバスラインが所定本数接続されて
いる（図２参照）。
【０００６】
　ＴＦＴのゲート電極に正電圧が印加される（通常ゲートドライバ群５３０からゲートバ
スラインを介して印加される）とＴＦＴがＯＮ状態となり、ソース電極に印加された電圧
（通常ソースドライバ群５４０からソースバスラインを介して印加される）により表示電
極と共通電極との間に形成された液晶負荷容量が充電される。また、ＴＦＴのゲート電極
がグランドレベルを所定時間（後述のラッチパルスＬＰの立ち上がり時間1.5μ秒に相当
）経て、ＴＦＴのゲート電極に負電圧が印加されるとＯＦＦ状態となり、その時点までに
ソースバスラインに印加されていた電圧が液晶負荷容量に保持される。
【０００７】
　このように、書き込みたい電圧をソース電極に与えてゲート電圧を制御することにより
、画素に所望の電圧を保持させておくことができる。液晶層はこの保持電圧に応じて透過
率が変化するので、液晶層の背面側からバックライト光を照射してカラー・フィルタを通
過させ、画像表示を行うようになっている。
【０００８】
　また、液晶パネル５５０にデータ表示する際には、ゲートドライバＧ１、Ｇ２、…、Ｇ
ｍによりゲートラインを１ラインずつ順次駆動して１ライン分のＴＦＴを導通状態にし、
導通されたＴＦＴを介して、ソースドライバＳ１、Ｓ２、…、Ｓｎから各画素に横１ライ
ン分のデータを一斉に書き込む（図２参照）。
【０００９】
　コントローラ５１０は、外部電源から電力を受けてゲートドライバ群５３０、ソースド
ライバ群５４０、および液晶パネル５５０の共通電極（コモン電極）に適した電力やデー
タの供給を行う液晶駆動電源回路を内蔵する。この液晶駆動電源回路は、電源電圧ＶＤＤ
、ＶＣＣ、ＧＮＤおよびアナログの映像信号Ｖｉｄｅｏを供給する。
【００１０】
　さらに、コントローラ５１０は、外部（ホストシステム）からの同期信号を基準として
、ゲートドライバ群５３０での走査パルスの発生とソースドライバ群５４０での駆動制御
信号のタイミング制御を行う。
【００１１】
　図３は、コントローラ５１０からゲートドライバ群５３０又はソースドライバ群５４０
に入力する主要な信号の波形を示す図である。同図においては、１選択期間を拡大して、
ＣＬＫ及びＤＡＴＡを示している。１フレームは、通常６０～７０Ｈｚである。
【００１２】
　コントローラ５１０からゲートドライバＧ１、Ｇ２、…、Ｇｍに供給される制御信号は
、ゲート用のクロック信号ＣＰＶ（clock pulse vertical）、及びスタートパルス信号Ｓ
ＴＶ（start pulse vertical）を含む。ゲート用のクロック信号ＣＰＶは、信号の立ち上
がりに同期して駆動するゲートラインを１ラインずつシフトさせるための同期信号であり
、ゲートがオンになる横方向１ライン分のＴＦＴを信号の立ち上がりに同期して１ライン
ずつ縦方向にシフトさせることに相当する。ゲートドライバＧ１、Ｇ２、…、Ｇｍは、ク
ロック信号ＣＰＶのレベルがＬｏｗレベルからＨｉレベルに変化した時、１ライン分のＴ
ＦＴをオン状態にする。スタートパルス信号ＳＴＶは、先頭のゲートラインをオンさせる
タイミングを指定する同期信号であり、１フレームの開始タイミングを示す。
【００１３】
　コントローラ５１０からソースドライバＳ１、Ｓ２、…、Ｓｎに供給される制御信号は
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、ドットクロック信号ＣＬＫ、及びラッチパルスＬＰを含む。ドットクロック信号ＣＬＫ
は、表示データＤＡＴＡを液晶パネル５５０に出力するための同期信号である。各ソース
ドライバＳ１、Ｓ２、…、Ｓｎは、表示データＤＡＴＡを、ドットクロック信号ＣＬＫに
同期して液晶パネル５５０に出力する。ラッチパルスＬＰは、各ラインの表示データＤＡ
ＴＡを液晶パネル５５０に出力するタイミングを示す信号である。各ソースドライバＳ１
、Ｓ２、…、Ｓｎは、ラッチパルスＬＰの立ち上がりに同期して、オンされたＴＦＴを介
して各画素に１ライン分の画像データＤＡＴＡを書き込む。
　なお、特許文献１では、液晶表示装置が提案されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１４】
【特許文献１】特開２００５－７０５３９公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１５】
　上記制御信号は、ノイズによって劣化すると、致命的な誤動作の原因となる可能性があ
る。よって、制御信号の配線に関しては、配線間のクロストークの低減に対して細心の注
意を払い、コントローラ５１０の出力ピンに接続する必要があった。
　しかしながら、従来のＴＦＴ－ＬＣＤモジュール５０１を含む液晶表示装置では、タイ
ミングコントローラ（図１ではコントローラ５１０）の出力ピンのピン数が比較的多いた
め、製造コスト高の一因となっていた。
【００１６】
　本発明はこのような従来の課題を解決しようとするものであり、タイミングコントロー
ラの出力ピンの数を削減し、製造コストの低減を図った液晶表示装置を提供することを目
的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１７】
　本発明の液晶表示装置は、前記課題を解決するために以下の構成を備えている。
【００１８】
（１）複数のゲートラインと複数のソースラインと前記両ラインに囲まれた複数の画素と
を含む液晶パネルと、
　前記液晶パネルの複数のゲートラインを駆動するゲートドライバと、
　前記液晶パネルの複数のソースラインを駆動するソースドライバと、
　全ゲートラインを１ラインずつ順次駆動して１ライン分のトランジスタ素子をオン状態
にするよう前記ゲートドライバに指示し、オンされた前記トランジスタ素子を介して各画
素に前記１ライン分の画像データを書き込むよう前記ソースドライバに指示するタイミン
グコントローラと、
　を備えた液晶表示装置において、
　前記タイミングコントローラは、前記１ライン分の画像データを前記各画素に書き込む
タイミングを１ライン毎に示すラッチパルスを前記ゲートドライバ及び前記ソースドライ
バに供給し、
　前記ゲートドライバは、前記ラッチパルスに従って、全ゲートラインを１ラインずつ順
次駆動して１ライン分のトランジスタ素子をオン状態にし、
　前記ソースドライバは、前記ラッチパルスに従って、オンされた前記トランジスタ素子
を介して各画素に前記１ライン分の画像データを書き込むことを特徴とする。
【００１９】
　この構成において、ゲートドライバ及びソースドライバは、上記のラッチパルスに従っ
て複数のゲートライン及び複数のソースラインを上記のように駆動する。そして、ゲート
ドライバ及びソースドライバがラッチパルスに基づく上記駆動動作を、全ライン分の画像
データを全画素に書き込むまで繰り返すと、１フレーム分の画像が液晶パネルに表示され
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る。
　以上より、ゲートドライバに供給するクロック信号とソースドライバに供給するラッチ
パルスとをラッチパルスだけに共通化できる。よって、タイミングコントローラの出力ピ
ンの数を削減できる。従って、製造コストの低減を図ることができる。
【００２０】
（２）前記ゲートドライバは、前記ラッチパルスのレベルが第一のレベルから第二のレベ
ルに変化した時、前記１ライン分のトランジスタ素子をオン状態にし、
　前記ソースドライバは、前記ラッチパルスのレベルが前記第二のレベルから前記第一の
レベルに変化した時、オンされた前記トランジスタ素子を介して各画素に前記１ライン分
の画像データを書き込むことを特徴とする。
【００２１】
　この構成では、上記（１）の駆動動作を行うタイミングについて具体的に明示している
。
【００２２】
（３）前記ソースドライバは、前記ラッチパルスのレベルが第一のレベルから第二のレベ
ルに再び変化した時、前記各画素に対する前記１ライン分の画像データの書き込みを停止
し、
　前記ゲートドライバは、前記ラッチパルスのレベルが前記第一のレベルから前記第二の
レベルに再び変化した時、前記１ライン分のトランジスタ素子をオフ状態にするとともに
、前記１ラインの次の１ライン分のトランジスタ素子をオン状態にし、
　前記ソースドライバは、前記ラッチパルスのレベルが前記第二のレベルから前記第一の
レベルに再び変化した時、オンされた前記トランジスタ素子を介して各画素に前記次の１
ライン分の画像データを書き込むことを特徴とする。
【００２３】
　この構成では、上記（１）の駆動動作を行うタイミングについて一層具体的に明示して
いる。
【発明の効果】
【００２４】
　この発明によれば、タイミングコントローラの出力ピンの数を削減し、製造コストの低
減を図ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】従来の液晶表示装置の構成を示す図
【図２】液晶パネルにおいてマトリクス状に配置された全画素の配置図
【図３】コントローラ５１０からゲートドライバ群５３０又はソースドライバ群５４０に
入力する主要な信号の波形を示す図
【図４】本発明の実施形態である液晶表示装置の構成を示す図
【図５】本発明の実施形態である液晶表示装置のゲートドライバ群の構成を示す図
【図６】コントローラ４からゲートドライバ群２又はソースドライバ群３に入力する主要
な信号の波形を示す図
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　以下、本発明の実施形態である液晶表示装置について説明する。
【００２７】
　図４は、本発明の実施形態である液晶表示装置の構成を示す図である。液晶表示装置１
は、ゲートドライバ群（ゲート電極駆動回路）２、ソースドライバ群（ソース電極駆動回
路）３、コントローラ４、液晶パネル５、を備える。
【００２８】
　ゲートドライバ群２は、液晶パネル５のゲートバスラインを駆動する多出力数のＬＳＩ
チップであるｍ個のゲートドライバＧ１、Ｇ２、…、Ｇｍからなる。各ゲートドライバＧ
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１、Ｇ２、…、Ｇｍは、ＬＳＩチップの各入出力端子と他の構成部品の電極とを接続する
ために、テープキャリアと呼ばれる絶縁フィルム上に微細間隔でレイアウトされた銅箔配
線と、ＬＳＩチップの固定および防湿を目的とした封止樹脂とからなるＴＣＰ（テープキ
ャリアパッケージ）に実装されている。
【００２９】
　ソースドライバ群３は、液晶パネル５のソースバスラインを駆動する多出力数のＬＳＩ
チップであるｎ個のソースドライバＳ１、Ｓ２、…、Ｓｎからなる。各ソースドライバＳ
１、Ｓ２、…、ＳｎもゲートドライバＧ１、Ｇ２、…、Ｇｍと同様にＴＣＰに実装されて
いる。
【００３０】
　液晶パネル５は、液晶層を有してマトリクス状に配置された画素と、ＲＧＢの３色から
なる画素を駆動するＴＦＴ（Thin Film Transistor：薄膜トランジスタ）とからなる。Ｔ
ＦＴのゲート電極には液晶パネル５で水平方向に配されたゲートバスラインがｐ本接続さ
れ、ソース電極には垂直方向に配されたソースバスラインが所定本数接続されている（図
２参照）。画素側では、ＴＦＴのドレイン電極に接続された電極が表示電極となり、液晶
層を挟んでこの表示電極に対向する電極が全画素に対する共通電極（コモン電極）となっ
ている。また、表示電極とゲートバスラインとの間には補助容量が形成される。
　なお、この実施形態では、トランジスタ素子としてＴＦＴを採用しているが、実施の際
は、その他のトランジスタ素子を採用しても構わない。
【００３１】
　ＴＦＴのゲート電極に正電圧が印加される（通常ゲートドライバ群２からゲートバスラ
インを介して印加される）とＴＦＴがＯＮ状態となり、ソース電極に印加された電圧（通
常ソースドライバ群３からソースバスラインを介して印加される）により表示電極と共通
電極との間に形成された液晶負荷容量が充電される。また、ＴＦＴのゲート電極がグラン
ドレベルを所定時間（後述のラッチ垂直同期信号ＬＰ－ＣＰＶの立ち上がり時間1.5μ秒
に相当）経て、ＴＦＴのゲート電極に負電圧が印加されると、ＴＦＴのゲート電極がＯＦ
Ｆ状態となり、その時点までにソースバスラインに印加されていた電圧が液晶負荷容量に
保持される。
【００３２】
　このように、書き込みたい電圧をソース電極に与えてゲート電圧を制御することにより
、画素に所望の電圧を保持させておくことができる。液晶層はこの保持電圧に応じて透過
率が変化するので、液晶層の背面側からバックライト光を照射してカラー・フィルタを通
過させ、画像表示を行うようになっている。
【００３３】
　また、液晶パネル５にデータ表示する際には、ゲートドライバＧ１、Ｇ２、…、Ｇｍに
よりゲートラインを１ラインずつ順次駆動して１ライン分のＴＦＴを導通状態にし、導通
されたＴＦＴを介して、ソースドライバＳ１、Ｓ２、…、Ｓｎから各画素に横１ライン分
のデータを一斉に書き込む（図２参照）。
【００３４】
　コントローラ４は、外部電源から電力を受けてゲートドライバ群２、ソースドライバ群
３、および液晶パネル５の共通電極（コモン電極）に適した電力やデータの供給を行う液
晶駆動電源回路を内蔵する。この液晶駆動電源回路は、電源電圧ＶＤＤ、ＶＣＣ、ＧＮＤ
およびアナログの映像信号Ｖｉｄｅｏを供給する。
【００３５】
　さらに、コントローラ４は、外部（ホストシステム）からの同期信号を基準として、ゲ
ートドライバ群２での走査パルスの発生とソースドライバ群３での駆動制御信号のタイミ
ング制御を行う。
【００３６】
　図５に、本実施の形態の液晶モジュール１の構成を示す。液晶モジュール１は、ゲート
ドライバ群２、ソースドライバ群３、ゲートドライバ群２及びソースドライバ群３に液晶
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駆動のために必要な信号を供給するコントローラ４、ゲートドライバ群２およびソースド
ライバ群３によって駆動される液晶パネル５から構成される。
【００３７】
　ゲートドライバ群（表示用駆動装置）２は、液晶パネル（表示素子）５のゲートバスラ
イン（図示せず）を駆動する多出力数のＬＳＩチップであるｍ個のゲートドライバ（駆動
用半導体素子）ＧＤ１、ＧＤ２、…、ＧＤｍからなる。ゲートドライバＧＤ１、ＧＤ２、
…、ＧＤｍは、それぞれＴＣＰｇｄ１、ｇｄ２、…、ｇｄｍに実装された状態で、コント
ローラ４から供給されるスタートパルス信号ＳＴＶやラッチ垂直同期信号ＬＰ－ＣＰＶな
どの各種信号の入出力端子に対して縦続接続されている。縦続接続に用いられる各ＴＣＰ
の入力側のアウターリード端子は隣接するＴＣＰの入力側のアウターリード端子に接続さ
れている。また、各ＴＣＰの出力側のアウターリード端子は、ゲートドライバＧＤ１、Ｇ
Ｄ２、…、ＧＤｍのそれぞれから出力されるゲートパルス（駆動信号）のゲートバスライ
ンへの引出し線として液晶パネル５に接続されている。
【００３８】
　また、ゲートドライバＧＤｍのゲートドライバ群２端部側の入力端子ＣＬ、ＲＬ、およ
び電源端子ＶＤＤ、ＶＣＣ、ＧＮＤは、液晶駆動電源回路を含んだコントローラ４に接続
され、スタートパルス信号ＳＴＶ、ラッチ垂直同期信号ＬＰ－ＣＰＶ、および電源電圧が
ゲートドライバＧＤ１からゲートドライバＧＤｍの方向へ伝搬されるようになっている。
【００３９】
　図６は、コントローラ４からゲートドライバ群２又はソースドライバ群３に入力する主
要な信号の波形を示す図である。同図においては、１選択期間を拡大して、ＣＬＫ及びＤ
ＡＴＡを示している。１フレームは、通常６０～７０Ｈｚである。
【００４０】
　コントローラ４からゲートドライバＧ１、Ｇ２、…、Ｇｍに供給される制御信号は、ゲ
ート用のクロック信号としてのラッチ垂直同期信号ＬＰ－ＣＰＶ（clock pulse vertical
）、スタートパルス信号ＳＴＶ（start pulse vertical）、及びアウトプットイネーブル
信号ＯＥを含む。ゲート用のラッチ垂直同期信号ＬＰ－ＣＰＶは、信号の立ち上がりに同
期して駆動するゲートラインを１ラインずつシフトさせるための同期信号であり、ゲート
がオンになる横方向１ライン分のＴＦＴを信号の立ち上がりに同期して１ラインずつ縦方
向にシフトさせることに相当する。ラッチ垂直同期信号ＬＰ－ＣＰＶは、図３に示すラッ
チパルスＬＰに相当する。ラッチ垂直同期信号ＬＰ－ＣＰＶの周期は、20.8μ秒である。
スタートパルス信号ＳＴＶは、先頭のゲートラインをオンさせるタイミングを指定する同
期信号であり、フレームの開始タイミングを示す。アウトプットイネーブル信号ＯＥは、
上記動作をオンにするか或いはオフにして全てのゲートラインを非駆動状態にするかを指
定する信号である。
【００４１】
　コントローラ４からソースドライバＳ１、Ｓ２、…、Ｓｎに供給される制御信号は、ド
ットクロック信号ＣＬＫ、データスタート信号ＤＳＴ、及びラッチ垂直同期信号ＬＰ－Ｃ
ＰＶを含む。ドットクロック信号ＣＬＫは、表示データＤＡＴＡを液晶パネル５に出力す
るための同期信号である。各ソースドライバＳ１、Ｓ２、…、Ｓｎは、表示データＤＡＴ
Ａを、ドットクロック信号ＣＬＫに同期して液晶パネル５に出力する。ラッチ垂直同期信
号ＬＰ－ＣＰＶは、各ラインの表示データＤＡＴＡを液晶パネル５に出力するタイミング
を示す信号である。
【００４２】
　以上の制御信号を用いて、コントローラ４は、全ゲートラインを１ラインずつ順次駆動
して１ライン分のＴＦＴをオン状態にするようゲートドライバＧ１、Ｇ２、…、Ｇｍに指
示し、オンされたＴＦＴを介して各画素に１ライン分の画像データを書き込むようソース
ドライバＳ１、Ｓ２、…、Ｓｎに指示する（図２参照）。各ゲートドライバＧ１、Ｇ２、
…、Ｇｍ及び各ソースドライバＳ１、Ｓ２、…、Ｓｎは、上記の制御信号に従って複数の
ゲートライン及び複数のソースラインを駆動する。具体的には以下のような順序で駆動す
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【００４３】
　各ゲートドライバＧ１、Ｇ２、…、Ｇｍは、ラッチ垂直同期信号ＬＰ－ＣＰＶのレベル
がＬｏｗレベルからＨｉレベルに変化した時、１ライン分のＴＦＴをオン状態にする。
【００４４】
　各ソースドライバＳ１、Ｓ２、…、Ｓｎは、ラッチ垂直同期信号ＬＰ－ＣＰＶのレベル
がＨｉレベルからＬｏｗレベルに変化した時、（即ち立下りに同期して、）オンされたＴ
ＦＴを介して各画素に１ライン分の画像データＤＡＴＡを書き込む。１ライン分の画像デ
ータＤＡＴＡとは、図６に示す１選択期間の画像データＤＡＴＡに相当する。
　なお、実施の際、各ソースドライバＳ１、Ｓ２、…、Ｓｎは、ラッチパルスＬＰの立ち
上がりに同期して、オンされたＴＦＴを介して各画素に１ライン分の画像データＤＡＴＡ
を書き込んでも構わない。
【００４５】
　各ソースドライバＳ１、Ｓ２、…、Ｓｎは、ラッチ垂直同期信号ＬＰ－ＣＰＶのレベル
がＬｏｗレベルからＨｉレベルに再び変化した時、各画素に対する現在の１ライン分の画
像データＤＡＴＡの書き込みを停止する。
【００４６】
　各ゲートドライバＧ１、Ｇ２、…、Ｇｍは、ラッチ垂直同期信号ＬＰ－ＣＰＶのレベル
がＬｏｗレベルからＨｉレベルに再び変化した時、現在の１ライン分のＴＦＴをオフ状態
にするとともに、現在の１ラインの次の１ライン分のＴＦＴをオン状態にする。
【００４７】
　各ソースドライバＳ１、Ｓ２、…、Ｓｎは、ラッチ垂直同期信号ＬＰ－ＣＰＶのレベル
がＨｉレベルからＬｏｗレベルに再び変化した時、オンされたＴＦＴを介して各画素に次
の１ライン分の画像データＤＡＴＡを書き込む。
【００４８】
　各ゲートドライバＧ１、Ｇ２、…、Ｇｍ及び各ソースドライバＳ１、Ｓ２、…、Ｓｎは
、ラッチ垂直同期信号ＬＰ－ＣＰＶに基づく上記駆動動作を、全ライン分の画像データＤ
ＡＴＡを全画素に書き込むまで繰り返す（図２参照）。この結果、１フレーム分の画像が
液晶パネル５に表示される。
【００４９】
　以上より、ゲートドライバＧ１、Ｇ２、…、Ｇｍに供給するクロック信号ＣＰＶとソー
スドライバＳ１、Ｓ２、…、Ｓｎに供給するラッチパルスＬＰとをラッチ垂直同期信号Ｌ
Ｐ－ＣＰＶに共通化しても、全ライン分の画像データＤＡＴＡを全画素に書き込むことが
できる。よって、タイミングコントローラの出力ピンの数を削減できる。従って、製造コ
ストの低減を図ることができる。
【符号の説明】
【００５０】
　１…液晶表示装置
　２…ゲートドライバ群
　３…ソースドライバ群
　４…コントローラ
　５…液晶パネル
　５０１…ＴＦＴ－ＬＣＤモジュール
　５１０…コントローラ
　５３０…ゲートドライバ群
　５４０…ソースドライバ群
　５５０…液晶パネル
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